
船舶事故等調査報告書 

平成２１年５月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００８横第１２８号 

事故等名 貨物船第三十三新居浜丸乗揚 

発生年月日時刻 平成２０年１１月７日１８時２０分ごろ 

発生場所 名古屋港第３区新宝ふ頭Ⅰ－１岸壁から真西５０ｍ沖 

（北緯３５°０３′２７″、東経１３６°５３′１９″） 

事故等調査の経過 調査の概要：平成２０年１２月１５日横浜・地方事故調査官が海難報告書を入手し、平

成２１年１月２８日船舶国籍証書写、船舶検査手帳写を入手、２月２６日

船舶所有者から損傷状況等について口述聴取、３月２４日、補修工事見

積書写、プロペラ補修報告書写、プロペラ軸軸芯計測、船底部塗膜現状

調査図、舵軸間隙測図を入手 

原因関係者からの意見聴取：意見なし 

事実情報 

船種･船名･総トン数 

船舶番号 

船舶所有者等 

 

貨物船 第三十三新居浜丸 ４９９トン 

１３４８５２ 

住鉱物流株式会社 

船種・船名・総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

 

 

乗組員等に関する情報 船長 三級海技士（航海） 

負傷者 なし 

損傷 推進器欠損 ビルジキール損傷 

事故等の経過 本船は、船首２.２５ｍ、船尾３.７０ｍの喫水で名古屋港新宝ふ頭Ⅰ－１岸壁を出港し

た。離岸後､同岸壁より真西約５０ｍ沖合において、平成２０年１１月７日１８時２０分ご

ろ、機関室船底付近から船体中央部船底にかけて軽い衝撃を感じた。 

平成２１年２月の定期検査で上架した際、推進器の欠損及びビルジキールが損傷して

いたのを発見し、修理した。 

当時の天候は晴れで、風力３の北西風が吹いていた。 

 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

本船は、離岸時の船位の確認を適切に行わなかった可能性

があると考えられる。 

 

原因 本事故は、本船が離岸して出港中、船位の確認を適切に行わなかったため、浅所に

乗り揚げたことにより発生した可能性があると考えられる。 

 

その他の事項 なし 

 




